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研究成果の概要（和文）：　本研究では、スターリン期のソ連建築、とりわけ首都モスクワの再開発プロジェク
トに関連する建築物を考察対象とし、それらがメディア上でどのように取りあげられ、ソ連という共同体の建設
神話の中でどのような役目を果たしたのかを検証した。そこで具体的に用いたのが、当時最も広範な影響力を有
したメディアである映画と、専門家間の言説形成の場であった建築雑誌である。これらのメディアの中で、スタ
ーリン期を代表する地下鉄駅や各種公共建築がどのように描き出され、どのような意味を与えられたのかを明ら
かにした。
　これらの研究の成果については、国内学会および国際会議において報告を行い、学会誌等に論文を投稿、掲載
された。

研究成果の概要（英文）： This study focused on roles of architectural images in Soviet media in the 
formation process of totalitarian regime. During the Stalin period, large-scale public 
constructions, particularly Stalin's Moscow reconstruction project, were dealt not only in 
architectural journals for professional architects, but also in Soviet films as the media for 
general public. In this study I mainly analyzed images of the symbolic buildings such as Moscow 
Metro stations in the architectural journals and Soviet cinema and clarified their propaganda 
functions. The results of my study were published in international congresses, domestic academic 
conferences and annual meetings. And several papers were accepted by academic journals.  

研究分野： 表象文化論
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１．研究開始当初の背景 
１９２０年代から５０年代にかけてのソ

連邦の建設期には、数多くの建築プロジェク
トや都市計画が構想された。そこでは「建築」
は、単に空間を作り出すという意味を超えて、
新たな社会主義共同体そのものの建設と同
義に語られた。そしてこのような建築言説の
中心に位置していたのが、ソ連邦の首都とな
った、モスクワだった。 
ただし当時計画された大規模建設プロジ

ェクトは、モスクワの新しい象徴的中心とな
るはずであったソヴィエト宮殿を筆頭に、し
ばしば計画や建設の中途で放棄された。にも
かかわらず、これらの建設プロジェクトが一
般大衆にまで広く認知されていた背景には、
マスメディアの存在がある。ソヴィエト宮殿
のような建造物が、たとえ実現されずとも未
来のソ連邦の象徴として社会的求心力を有
し、その建設に多数の人民を動員することが
できたのは、様々なメディアを通じて、その
イメージが広範に流通したためであった。建
築史家ビアトリス・コロミナは、著書 Privacy 
and Publicity: Modern Architecture as 
Mass Media (1994) において、２０世紀前半
に、新聞や雑誌、写真、映像などのマスメデ
ィアを介して得られる建築についての情報
が、直接的な建築空間の経験を凌駕していっ
たとしている。ソ連においては、共同体の建
設と建築のマスメディア化が、同時に進行し
たのである。 
またソ連史家グレイム・ギルは、当時のソ

連邦においては行政組織や統治制度の未発
達ゆえに、イメージを通じた統治こそが重視
されたと述べている。したがって、上述のよ
うな建築・都市イメージもまた、スターリン
期の全体主義体制の形成に深く関わってい
たと考えられるのである。言い換えれば、特
定の都市・建築空間がいかにして象徴的権力
の源となり得たのか、それぞれの建築物がど
のようなかたちで統治システムの中に取り
込まれていったのかを解明するためには、メ
ディア上の建築・都市イメージについて考察
することが不可欠なのである。 
しかしながら、メディア上のイメージとし

て建築や都市を扱う視点は、これまでのソ連
建築史研究には存在しなかった。このような
状況に対する問題意識から、本研究は出発し
た。 

 
 
２．研究の目的 
したがって本研究では、メディア上の建

築・都市イメージを主たる考察の対象とした。
スターリン期、さらにはポスト・スターリン
期に建設された（あるいは建設されなかっ
た）建築・都市空間はメディア上でどのよう
に描かれ、どのような象徴的機能を担ってい
たのか、さらにそれらはどのような社会的イ
ンパクトを有していたのか。これらの観点か
ら、全体主義体制下において特定の都市・建

築イメージが統治システムの中に取り込ま
れ、象徴的権力の源となっていった過程を、
それぞれの時期の政治的・文化的言説の枠組
みの変化とも関連付けつつ解明することが、
本研究の最終的な目標である。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究に取り組むにあたり、下記の四つの
テーマを設定した。 
 
（１）「新しい人間」のための工場：イワン・
レオニドフの労働者クラブ構想 
（２）ポチョムキン都市としてのモスクワ： 
アレクサンドル・メドヴェトキン『新モスク
ワ』にみる未来のモスクワ・イメージ 
（３）地下鉄的想像力：ソヴィエトおよびポ
スト・ソヴィエト映画に見るモスクワ地下鉄
建築の表象 
（４） 映画から建築へ：『全線――古きもの
と新しきもの』に見る建築空間 
 
各テーマに関しては、まずロシアにおいて

資料収集を行った。主として利用したのは、
ロシア国立図書館および国立歴史図書館等
に収蔵されている建築雑誌（『ソ連建築』、『モ
スクワ建設』等）、新聞、書籍である。加え
て、設計図や模型などに関しては、モスクワ
建築博物館およびモスクワ建築大学のアー
カイブを利用した。映画関連の資料に関して
は、上述の図書館のほか、モスクワ映画博物
館、北海道大学スラブ研究センターの付属図
書室、早稲田大学中央図書館の所蔵資料も利
用した。 
またロシア渡航の際には、映画のロケ地を

めぐり、それぞれの映画作品内のショットと
の比較を行った。ロケ地の同定については、
ロシア・日本の映画研究者や、モスクワ建築
博物館所属の研究員の助力を得ることがで
きた。 
 
 
４．研究成果 
 上述のテーマごとの成果は下記の通りで
ある。 
 
（１）「新しい人間」のための工場：イワン・
レオニドフの労働者クラブ構想 
 
１９２０年代末、モスクワには労働者クラ

ブと呼ばれる文化施設が次々に出現しつつ
あった。これらのクラブは、社会主義的心身
を有する「新しい人間」の生産のための「工
場」となることが期待されていた。中でもロ
シア・アヴァンギャルドの代表的建築家イワ
ン・レオニドフは、ラジオや映画、テレビな
どを自らの労働者クラブの基幹と定め、これ
らのマスメディアを用いて、集団的な心身を
もった労働者を作り出そうとした。 
このような観点から、初年度の研究では１



９２０年代に刊行された建築雑誌『現代建
築』上に掲載されたレオニドフの論文やモン
タージュなどの資料を収集・分析した。そし
て彼が映画、特に集団で働く人びとの姿を映
しだしたドキュメンタリー映画を重視して
いたことを指摘した。レオニドフはこのよう
な集団化された人間の身体のイメージを労
働者たちが視覚的に受容・共有し、それを通
して集団的な「新しい人間」としてのアイデ
ンティティをもった現実の労働者の集団が
生まれることを期待していたのである。 
 
（２）ポチョムキン都市としてのモスクワ： 
アレクサンドル・メドヴェトキン『新モスク
ワ』にみる未来のモスクワ・イメージ 
 
アレクサンドル・メドヴェトキンの映画

『新モスクワ』（１９３８年）は、１９３５
年に策定されたスターリンのモスクワ改造
計画と、それによって変貌しつつあった都市
モスクワ自体を主題としている。シベリアの
へき地からやってきたエンジニアの青年が、
モスクワで自作のモスクワの模型を披露し
て大成功をおさめ、再びシベリアに戻ってい
く、というのが同映画のストーリーである。
注目すべきは、主人公たちの滞在する都市モ
スクワと、主人公が模型で作り出したモスク
ワ・イメージとが、入れ子状になっている点
だ。モスクワは、いわば二重にイメージ化さ
れるのである。 
初年度から２０１６年度にかけての研究

では、まず同映画のショットごとの背景の分
析を行った。これによって、実際のモスクワ
で撮影された断片的なイメージが恣意的に
つなぎ合わせられ、現実の空間とは矛盾する、
より「理想的なモスクワ」のイメージが作り
出されていたことを明らかにした。次に、映
画内の現実のモスクワと、主人公たちが模型
を利用して作り出したモスクワの映像との
関係性について考察を進めた。そして、後者
の前者に対する批判的な役割を指摘した。す
なわち、主人公たちがモスクワの映像を自在
に編集・操作する場面によって、この映画自
体もまた恣意的なイメージの編集・操作の産
物であることが示唆されているのである。さ
らに、終盤の主人公のモスクワからシベリア
への帰還の場面にも注目した。主人公の出立
時には未開の荒野であったシベリアだが、彼
が数か月後に再び同地に戻ると、そこには新
しい街が出現していた。つまりここでは、モ
スクワからシベリアへの空間的移動が、現在
から未来への時間的移動に変換されている
のである。このような現実＝現在と理想＝未
来の短絡された表現の背後に、本研究は「現
実を理想的姿で描く」という社会主義リアリ
ズムのカノンがあったことを明らかにした。 
 
（３）地下鉄的想像力：ソヴィエトおよびポ
スト・ソヴィエト映画に見るモスクワ地下鉄
建築の表象 

 
 １９３０年代に建設が開始され、その豪奢
な内装によって知られるモスクワ地下鉄駅
は、社会主義の理念と偉業をプロパガンダす
るための空間、「地下の宮殿」でもあった。
現代ロシアの思想家ミハイル・ルィクリンは、
地下鉄駅とは宮殿のようであらねばならな
いとする当時の言説を、「地下鉄言説」と名
付けている。これらのモスクワ地下鉄駅はし
ばしばソヴィエト映画の背景にもなり、首都
モスクワという空間の神話化に大きく寄与
した。２０１５年度から２０１７年度にかけ
ては、このような地下鉄言説が映画の中でど
のように表現され、またポスト・スターリン
期にどのように批判・解体されていったのか
を検証した。 
そこで取り上げたのが、物語内で地下鉄駅

がとりわけ重要な役割を果たす、ゲオルギ
ー・ダネリヤの『モスクワを歩く』（１９６
３年）と『ナースチャ』（１９９３年）の二
作品である。まず、スターリン期に地下鉄駅
で撮影された映画作品と、『モスクワを歩く』
内における地下鉄描写の比較を行った。そし
て、スターリン期に制作された映画のなかで
は、地下鉄は交通のための手段としてではな
く、鑑賞されるべきモニュメントとして描か
れる傾向があるのに対して、『モスクワを歩
く』では、本来の公共交通機関としての機能
こそが重視されている点を指摘した。 
一方『ナースチャ』の分析では、もともと

装飾性を欠いたシンプルな地下鉄駅が、劇中
で宮殿のように飾り付けられ、一時的に交通
機能を失うシークエンスに注目した。そして
そこから、地下鉄言説を単に否定した『モス
クワを歩く』対して、『ナースチャ』では地
下鉄言説そのものの意識化・問題化がおこな
われていたことを明らかにした。 
 
 
（４） 映画から建築へ：『全線――古きもの
と新しきもの』に見る建築空間 
 
 最終年度には、ソ連を代表する映画監督セ
ルゲイ・エイゼンシテインの作品および脚本
構想内における建築空間の分析に取り組ん
だ。そこで着目したのが、１９２０年代のア
ヴァンギャルド映画におけるロケーション
撮影の重視から、１９３０年代の社会主義リ
アリズム映画におけるセット中心の撮影へ
の移行である。１９２９年に公開された映画
『全線――古きものと新しきもの』では、エ
イゼンシテインはそれまでの現地ロケに重
点を置いた撮影から一転、巨大なソフホーズ
のセットを建設し、撮影に利用した。 
本研究では、このガラスのモダンなソフホ

ーズのイメージを議論の中心に据え、そこに
１９２０年代のアヴァンギャルド（モダニズ
ム）建築の美学と、１９３０年代に優勢にな
っていく社会主義リアリズムのシミュラー
クル空間が併存していることを明らかにし



た。そしてこのソフホーズの建築空間こそ、
アヴァンギャルドと社会主義リアリズムと
いう一見対照的なふたつの文化を繋ぐ、蝶番
的なイメージであったと結論づけた。 
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